
「みやざき４Ｒコンテスト」受賞者一覧 

 

最優秀賞 

ひかりの森こども園 

園で出た野菜くず２５０㎏、家庭から持ち寄った野菜くず２５０㎏の合計５００㎏（年間）をコンポスト

にすることで、ごみ減量と肥料への循環を行っています。 

また、発酵させるために必要な米ぬかと鶏糞も園でまかなっています。年間８０俵のもみ米を園内で精米

し、ぬかを廃棄せず発酵の原料としており、もみ殻は花壇にまいて防草として活用しています。鶏糞は飼育

している鶏の糞を利用しています。 

完成した堆肥は畑、田んぼ、プランターで利用しており、子どもたちは、ごみの循環など様々なことを生

活の中で学び取っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



優秀賞 

入江 庸子【都農町地域おこし協力隊】 

マイバッグと共に、マイ箸とマイ弁当箱を持参し、お弁当を購入しています。 

弁当箱を持参すると、容器に入っているお弁当の中身のみを自分の弁当箱に詰めてくれる店を利用して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RESCRO（リースクロー） 

 地域の福祉施設の需要に合わせ、「不要になった衣類」を「子供用エプロン」や「コースター」などにリメ

イクする活動を行ってきました。 

 また、学校内では不要なズボンを回収しリメイク講座を開催し、シューズ入れを作成しました。完成した

シューズ入れを市内の体育館へ提供すると同時に、この活動の意義やシューズ入れの作り方を掲示し、不要

な衣類が増えすぎている現状を広めることにもつながりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



特別賞 

尾割 弘典（リフューズ賞） 

庭の小さな畑ですが、その日食べる分だけを収穫し、楽しん

でいます。 

 

 

 

 

 

森末 富子（リデュース賞） 

２００６年から生ごみをごみにしないように努めてきました。自前のボックスを作り、選定枝や雑草を生

ごみと古い土と混ぜて堆肥化しています。おかげで燃やせるごみは２～３か月に１回出すだけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森園 祐樹（リユース賞） 

 子どもの保育園用の昼寝用布団や毛布を運ぶバッグが必要になったため、使わなくなったカーテンの端

を縫い、カーテンタッセルは取っ手として縫い付けて、手作りバッグを作成しました。布団の入る大きな袋

は安く手に入りにくく、カーテン生地はとても丈夫なので使い勝手が良いです。 

 また、使わなくなったカーテンを、誕生日や記念日などのイベントの日にテーブルクロスとして敷き、食

事を家族でよりたのしめる空間づくりに再活用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日南幼稚園（リサイクル賞） 

年長児は年間テーマをＳＤＧｓ活動と決めており、４月から様々なエコ活動に取り組んでいます。まずは

「ごみってどんなもの？」「本当にもういらないの？」「他の使い方はないかな？」と子どもたちと考えるこ

とからスタートしています。 

 家庭で様々な廃材を集め、水族館や流しそうめんづくりを行いました。 

ごみと真剣に向き合う子どもたちと楽しくリサイクルに取り組んでいます。 

 

富永 ゆかり（コツコツ賞） 

 毎日急須で温かいお茶を飲んでいますが、そこでいつも必ず残るお茶殻はごみになり捨ててしまいがち

です。 

 そこで、お茶殻をふりかけや脱臭剤として再利用する取組を始めました。 

 おにぎりにして食べると、最後までおいしくいただけます。お茶っ葉のカテキンや食物繊維もまるごとい

ただけます。食べておいしいリデュースです。 

 お茶殻は脱臭抗菌効果があるので、お茶殻パックにして靴やブーツに入れたり棚に置いたりしておくと、

便利な脱臭剤になります。梅雨の時期に長靴に入れると、カビ臭さも軽減されて大変重宝します。生活に便

利なリデュースです。 

 


